
J~ 第552号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年2月 1 日木曜日

宗
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つきなみ

l 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～

高宮祭
第二宮•第三宮祭

引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

2月祭事暦

三
が
日
で

6
5万
人
が
参
拝

平
成
十
九
年
正
月

年
始
の
天
候
が
二
転
三
転
す
る
、
週
間
予
報
に
気
を
も
み
な
が

ら
迎
え
た
平
成
十
九
年
も
、
絶
好
の
参
拝
日
和
に
恵
ま
れ
、
三
が

日
は
近
年
に
な
い
大
勢
の
参
拝
者
で
境
内
は
人
波
に
溢
れ
た
。

昨
年
の
師
走
は
、
暖
か

い
日
が
続
い
た
お
か
げ
で

正
月
準
備
も
順
調
に
進

み
、
二
十
九
日
に
は
地
元

田
島
地
区
の
氏
子
総
代
・

協
力
会
の
御
奉
仕
に
よ

り
境
内
各
所
の
装
い
も

整
え
ら
れ
、
大
晦
日
に
は

年
越
し
の
大
祓
式
・
除
夜

祭
を
斎
行
、
平
成
十
八
年

も
恙
無
く
幕
を
閉
じ
た
。

新
年
を
迎
え
る
べ
く
、

準
備
も
万
端
整
い
暫
し
の

静
寂
、
午
後
十
時
過
ぎ
頃

か
ら
一
年
間
を
無
事
過

こ
せ
た
事
に
感
謝
し
、
別

芭
午前10時～

於＝祈願殿

※祭典後豆打ち式

|11 日建国祭
午前 1 1 時～

こ
参
拝
の
皆
様
方
が
敬
虔
な
祈
り
を

捧
げ
ら
れ
る
本
殿
前
の
建
物
（
拝
殿
）
に

「
奉
助
天
孫
而
為
天
孫
所
祭
」
と
記
さ

れ
た
額
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
宗
像
大
神

が
こ
の
地
に
お
鎮
ま
り
に
な
る
に
あ
た

り
、
天
照
坐
皇
大
御
神
よ
り
賜
っ
た
神
勅

で
あ
る
▼
神
勅
と
は
天
照
坐
皇
大
御
神

の
み
教
え
で
あ
り
、
宗
像
大
神
に
「
歴
代

の
皇
室
を
お
助
け
す
る
と
共
に
歴
代
の

皇
室
か
ら
厚
い
お
祭
り
を
受
け
ら
れ
よ
」

と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宗
像
大
神
を
崇

敬
さ
れ
る
皆
様
方
は
も
と
よ
り
国
民
に
、

「
皇
室
の
繁
栄
を
祈
る
こ
と
が
、
国
家
、
国

民
の
繁
栄
に
通
ず
る
み
ち
で
あ
る
」
と
明

示
さ
れ
た
の
で
あ
る
▼
こ
の
精
神
を
「
互

譲
互
助
」
と
称
す
る
。
お
互
い
に
譲
り
合

い
、
助
け
合
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
人

間
と
し
て
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
も
示
し

て
い
る
。
人
と
し
て
の
本
質
を
喪
失
し
た

か
の
よ
う
な
事
件
、
事
象
の
報
道
を
耳
に

す
る
昨
今
、
そ
の
原
因
を
社
会
情
勢
や
、

教
育
行
政
に
起
因
す
る
と
の
声
を
聞
く

が
、
果
た
し
て
そ
れ
ば
か
り
だ
ろ
う
か
？

▼
自
然
と
共
生
し
、
神
の
加
護
を
受
け
、

畏
敬
と
感
謝
の
念
を
ご
く
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
と
し
て
日
々
を
送
る
、
こ
の
姿
勢

こ
そ
人
と
し
て
の
本
来
の
姿
で
あ
る
は
ず

で
は
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
で
は
な

い
が
、
物
心
つ
く
ま
で
に
、
人
と
し
て
犯
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
踏
み
行
う
べ
き
道

を
理
屈
抜
き
に
当
然
の
こ
と
と
し
て
教
え

る
、
家
庭
で
の
躾
こ
そ
肝
要
の
は
ず
。
宗
像

大
神
の
み
教
え
も
日
本
人
と
し
て
、
民
俗

と
し
て
の
原
点
で
あ
る
。

(
M
.
T
)
神具・装束

令井 六
肉

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

雷話福岡(Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
篭話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番
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れ
を
惜
し
み
つ
つ
も
、
今
年
こ
そ
い
―
な
し
た
。
i
守
や
鏑
矢
・
破
魔
矢
・
福
迎
え
等
の
]
酒
注
ぎ
に
追
わ
れ
て
い
た
。

い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
、
期
待
に
平
成
十
九
年
元
日
午
前
零
時
、
縁
起
守
を
授
与
す
る
各
授
与
所
、
ま
た
、
本
殿
で
の
参
拝
を
す
ま

胸
を
膨
ら
ま
せ
た
人
々
が
参
集
。
｝
新
春
の
到
来
を
告
げ
る
太
鼓
の
音
福
み
く
じ
授
与
所
に
は
次
か
ら
次
さ
れ
る
と
、
宗
像
大
神
降
臨
の
地

同
十
一
時
前
に
は
祈
願
殿
前
の
第
と
共
に
開
門
、
一
瞬
に
し
て
御
神
へ
と
参
拝
者
が
押
し
寄
せ
、
例
年
と
伝
え
ら
れ
る
高
宮
祭
場
を
参
拝

ぜ

一
駐
車
場
を
は
じ
め
、
第
二
•
第
三
前
は
参
拝
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
に
も
増
す
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
さ
れ
る
方
々
も
多
く
、
古
来
よ
り
『

駐
車
場
と
三
箇
所
の
駐
車
場
は
満

l
た
。
今
年
一
年
も
良
き
年
で
あ
る
神
酒
授
与
所
で
は
、
交
通
安
全
の
の
荘
厳
な
神
域
に
、
将
に
「
神
様
の

I
l
l

車
と
な
っ
た
。
、
：
ょ
う
に
と
手
を
合
わ
せ
祈
る
参
拝
神
様
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
す
杜
」
と
し
て
深
い
感
銘
を
ず
L

神
門
前
で
は
輝
け
る
新
年
の
到
]
者
の
姿
は
、
昨
今
の
世
相
を
反
映
大
き
な
社
会
問
題
で
も
あ
る
飲
酒
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
斎
行
さ
れ
、
本
殿
で
は

ご
[
'

来
を
今
や
遅
し
と
待
ち
わ
び
る
参
一
し
て
か
、
近
年
に
な
く
活
気
に
満
一
運
転
撲
滅
に
と
、
神
酒
を
清
酒
よ
一
さ
ら
に
家
庭
で
或
は
車
輌
に
お
一
恒
例
に
よ
り
九
州
旅
客
鉄
道
株
式

拝
者
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
心
：
ち
溢
れ
て
お
り
、
拍
手
の
音
が
境
一
り
甘
酒
（
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
）
に
と
]
祀
り
さ
れ
、
一
年
間
御
守
護
頂
い
：
会
社
代
表
取
締
役
社
長
石
原
進
氏

字
池
の
太
鼓
橋
か
ら
長
蛇
の
列
を

r

内
に
嗚
り
響
い
て
い
た
。
神
札
・
御
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
に
も
か
た
古
い
神
札
や
御
守
を
納
め
る
古
以
下
幹
部
社
員
六
十
名
参
列
の
も

か
わ
ら
ず
、
大
一
札
授
与
所
で
は
、
巫
女
が
丁
寧
に
i
と
新
年
一
番
祈
願
際
を
斎
行
、
交

勢
の
人
々
が
訪
i
受
け
取
る
姿
に
、
改
め
て
神
札
、
御
こ
迪
安
全
、
業
務
安
全
・
繁
栄
、
海
上

れ
御
奉
仕
を
さ
二
守
の
意
義
と
尊
厳
、
感
謝
の
心
を
一
安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。

れ
た
総
代
・
協
一
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
―
ま
た
儀
式
殿
で
は
家
内
安
全
、

力
会
の
方
は
甘
―
一
方
、
新
年
の
祈
願
祭
も
迎
春
一
無
病
息
災
、
商
売
繁
盛
を
、
祈
願
殿

で
は
本
年
一

年
の
交
通
安

全
を
願
う

人
々
の
祈
願

祭
が
執
り
行

わ
れ
、
祈
願

者
へ
大
神
様

の
御
加
護
を

賜
る
べ
く
祈

り
が
捧
げ
ら

れ
た
。

新
春
を
寿

ぐ
祭
典
は
、

午
前
七
時
総

社
地
主
祭
、



第552号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可） 宗 MUNAKATA 像 平成19年2月 1 日木曜日

同
九
時
歳
旦
祭
を
斎
行
。
皇
室
の
未
明
に
亘
る
ま
で
混
雑
し
た
。
二
三
が
日
合
計
で
六
十
五
万
人
、
日
ま
で
の
長
期
間
御
奉
仕
を
頂
い

御
安
泰
、
国
家
の
平
穏
と
隆
昌
、
氏
」
日
午
前
中
に
小
雨
が
パ
ラ
つ
き
、
参
拝
車
輌
十
六
万
二
千
台
と
い
う
た
地
元
総
代
・
協
力
会
の
皆
様
方

子
崇
敬
者
・
国
民
を
守
護
し
給
い
一
出
足
が
鈍
っ
た
も
の
の
、
三
日
は
暖
昨
年
を
上
回
る
、
過
去
最
高
の
初
の
御
支
援
、
御
協
力
の
賜
物
と
厚

更
な
る
幸
福
と
繁
栄
を
祈
念
し
か
い
晴
天
と
な
り
近
年
に
な
い
大
詣
参
拝
者
を
数
え
た
本
年
、
大
き
く
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

た
。
二
日
目
に
は
新
年
祭
を
、
三
日
二
努
の
方
々
に
御
参
拝
頂
い
た
。
四
な
障
害
や
事
故
も
な
く
皆
様
方
に

目
に
は
元
始
祭
を
斎
行
し
、
今
年
一
日
以
降
も
仕
事
始
め
と
あ
っ
て
、
•
こ
参
詣
頂
け
た
の
も
、
雑
踏
警
備

一
年
間
が
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
：
会
社
や
各
種
団
体
の
参
拝
が
続
い
．
に
参
拝
車
輌
誘
導
に
と
御
配
慮
、

よ
う
に
と
願
い
奉
仕
し
た
。
た
。
七
、
八
日
の
連
休
に
は
成
人
を
i
御
尽
力
頂
い
た
宗
像
警
察
署
並
び

本
年
は
暖
冬
と
好
天
に
恵
ま
迎
え
た
若
人
が
晴
れ
着
姿
で
参
~
に
宗
像
市
消
防
団
長
以
下
幹
部
役

れ
、
元
日
は
終
日
参
拝
者
の
波
が
i
拝
、
彩
を
添
え
境
内
も
一
層
華
や
]
員
と
地
元
第
十
一
分
団
役
員
の
皆

途
切
れ
る
事
が
な
く
続
き
、
二
日
i
い
だ
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
．
様
方
更
に
は
、
年
末
・
年
始
か
ら
十

宜禰権邊渡こ
, 

宜禰昭
和
五
十
五
年
三
月
宗
像

大
社
に
奉
職
。
同
五
十
七
年
に

権
禰
宜
と
な
り
、
平
成
十
一
年

神
職
身
分
二
級
、
同
年
庶
務
課

長
を
経
て
、
こ
の
度
（
神
社
本

庁
辞
令
十
二
月
十
五
日
付
）
禰

宜
に
昇
進
し
ま
し
た
。

現
在
経
理
部
長
、
宮
司
兼
務

社
の
管
理
主
任
、
式
内
社
顕
彰

会
九
州
支
部
事
務
局
主
任
を

務
め
る
。

禰宜 渡邊 秀丸
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大
晦
日
午
後
一

1
一
時
よ
り
、
神
一
大
祓
式
は
、
七
月
三
十
一
日
と
]

門
前
で
年
越
し
の
大
祓
神
事
が
、
一
こ
の
十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
一

続
い
て
本
殿
で
除
夜
祭
が
斎
行
一
行
わ
れ
て
い
る
が
、
七
月
を
災
難
i

さ
れ
新
年
を
清
々
し
い
気
持
ち
」
消
除
、
健
康
、
農
作
物
の
豊
作
を
祈
こ
ヰ
を
迎
え
る
準
備
が
整
っ
た
境
内

で
迎
え
よ
う
と
い
う
多
く
の
参
一
る
『
夏
越
の
大
祓
式
』
、
一
年
の
i
に
参
拝
者
が
続
々
と
詰
め
掛
け
、

お
お
は
ら
え
し

拝
者
が
参
列
し
斎
行
さ
れ
た
。
罪
・
檄
を
祓
い
、
清
々
し
い
気
持
ち
一
高
向
権
宮
司
が
『
大
祓
詞
』
を
奏
上
、

き
り
ぬ
さ

珂
で
新
年
を
迎
―
続
い
て
参
列
者
各
人
「
切
麻
」
で
祓

え
よ
う
と
い
一
い
、
「
祓
物
」
に
息
吹
を
吹
き
か
け

う
十
二
月
を
一
て
切
り
裂
き
罪
・
檄
を
祓
い
清
め

『
師
走
の
大
一
た
。

祓
式
』
と
呼
一
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
が

ん
で
い
る
。
i
執
り
行
わ
れ
、
今
年
一
年
戴
い
た

定
刻
、
新
二
宗
像
大
神
の
御
加
護
に
感
謝
し
、

皇
室
•
国
家
の

繁
栄
、
世
界
の

恒
久
平
和
、
氏

子
崇
敬
者
の
皆

様
方
が
清
々
し

く
新
年
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
、
平
成

十
八
年
の
諸
祭

儀
は
全
て
滞
り

無
く
終
了
、
神

門
は
閉
じ
ら
れ

た
。

済 け念 わ重官日 勝農十
々大感願祭れ r は前氏林七年霙臣銘の典た至］福公日が水日の
よはの参後゜着岡務夕参産正瀬
晶昭冒打謡 韮塁の刻拝大午も

覧直柔息闊 霊；畠畠よ悶 9: 
学＋あの宮 津 P を連t5 務安っ
農年つ時司 宮の縫隈 め倍た
学熊t~間が 拝警っ る新十
本 で境 殿護てあ 松内二

— ｷ - --包県 芸塁 届畠悶］ け開］
躍 と豊生任林議 選議平林進阿 で案 殿
を松請富に゜水院以さ院成野み蘇 たお岡わなも昨産農後れ議—庁履郡 力、5 内 欠
祈大れ経貢年副林農菟員年広林阿 当繁 願
晶開倫悶門件大水林 総故報水靡 大多 成
［今嘉農ぞ空悶雷芦 塁房悶雷g 盟忍 靡
〖喜tg嬰畠裔嘉任政 蒻贋最へ生 緒間 願
す々 産い新役委務 戦県緩合ょ 畠含 累゜編 旦昌旦塁［貸 悔§息；感 悶均 臀
活 にと誕歴農衆 当衆、も止 受の 行

松
岡
農
林
水
産
大
臣
参
拝
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平成十九年献米奉告祭
氏子奉幣使
中野政登（福津市勝浦）

宗像大社氏子会
永年勤続者表彰（順不同敬称略）
原 利秋（福津市東福間）

中原守（ // ) 

竹添康彦（ II 若木台）

中村春夫（宗像市鐘崎）

福崎清美（ II 大島）

正
月
の
賑
わ
い
も
落
ち
着
き
を
見
一
の
御
前
で
奏
上
、
大
役
を
見
事
に
果

せ
始
め
た
一
月
十
三
日
、
宗
像
・
福
：
さ
れ
た
。

津
両
市
内
の
氏
子
総
代
多
数
が
参
]
祭
典
終
了
後
に
は
、
氏
子
会
役
員

列
し
献
米
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
i
を
永
年
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方
(
+

こ
の
神
事
は
、
氏
子
の
皆
様
か
ら
寄
一
年
以
上
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
左

せ
ら
れ
た
新
穀
を
御
神
前
に
献
上
一
記
の
四
名
の
方
々
に
神
島
宮
司
よ
り

し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
感
謝
す
る
と
一
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
参

共
に
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
一
列
し
た
氏
子
会
同
志
か
ら
温
か
い
祝

一
年
の
平
穏
を
祈
る
祭
典
で
宗
像
大
一
福
を
受
け
た
。

社
氏
子
会
員
総
出
の
神
事
で
あ
る
。
i
表
彰
式
後
に
は
、
清
明
殿
で
『
鏡
開

祭
典
で
は
福
津
市
の
中
野
政
登
氏
―
き
』
が
行
わ
れ
、
一
同
新
し
い
一
年
を

が
、
氏
子
会
を
代
表
し
「
氏
子
奉
幣
一
清
々
し
く
過
こ
す
こ
と
が
で
き
る
と

使
」
と
し
て
御
奉
仕
さ
れ
た
。
前
日
か
：
大
社
を
後
に
し
た
。

ら
当
大
社
に
斎
泊
精
進
潔
斎
を
し
、
一
尚
、
こ
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米
は
、

斎
服
を
着
装
し
て
祭
典
に
臨
ま
れ
、
一
日
々
の
日
供
祭
を
は
じ
め
諸
祭
典
の

無
事
に
氏
子
奉
幣
詞
を
宗
像
大
神
一
神
餓
と
し
て
御
供
え
し
、
皆
様
方
の

安
全
と
繁
栄
を
御
祈
念
致
し
て
お
り

ま
す
。

年
末
年
始
は
暖
冬
と
な
り
正

月
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
沖
中
両

宮
奉
賛
会
、
翼
賛
会
の
こ
奉
仕
に

よ
り
順
調
に
諸
準
備
が
整
え
ら

れ
た
。

正
月
午
前
零
時
、
太
鼓
の
合
図

と
共
に
神
門
が
開
か
れ
る
と
、
多
く

の
参
拝
者
が
神
前
に
進
み
祈
り
が

捧
げ
ら
れ
た
。

一
方
、
境
内
で
は
大
島
の
春
日

丸
組
・
宮
地
丸
組
・
沖
栄
水
産
の

巻
網
船
団
よ
り
ブ
リ
の
こ
協
賛

一
を
賜
り
、
沖
中
両
宮
奉
賛
会
の
こ

一
奉
仕
で
開
運
ブ
リ
鍋
汁
が
無
料
で

一
振
る
舞
わ
れ
る
と
共
に
、
宗
像
市

一
の
城
山
家
具
．
J

A
宗
像
大
島
支

一
店
の
こ
協
賛
を
受
け
、
翼
賛
会
の
こ

一
奉
仕
の
も
と
「
新
春
福
み
く
じ
」
も

一
催
さ
れ
、
本
年
の
福
を
授
か
ろ
う

一
と
多
く
の
参
拝
者
が
福
み
く
じ
を

一
受
け
、
約
二
時
間
程
で
殆
ん
ど
の

一
み
く
じ
を
授
与
し
た
。

―
一
日
の
朝
は
風
も
な
く
、
宗
像
の

一
四
塚
連
山
よ
り
初
日
の
出
が
昇
る

中
で
午
前
六
時
半
よ
り
地

主
祭
を
斎
行
。
引
き
続
き

午
前
七
時
よ
り
元
旦
祭
が

斎
行
さ
れ
、
今
年
一
年
の

皇
室
の
こ
安
泰
と
国
民
の

平
穏
・
国
家
の
繁
栄
が
祈

ら
れ
た
。

翌
日
の
二
日
に
は
、
大
島

出
身
者
を
対
象
と
し
た
成

人
祭
が
、
午
前
十
時
よ
り

行
な
わ
れ
た
。
毎
年
大
島

の
成
人
祭
は
、
島
を
離
れ

た
若
人
を
考
慮
し
て
、
ニ

日
に
成
人
式
を
行
な
う
の

が
慣
わ
し
に
な
っ
て
お
り
、

大
島
中
津
宮

0
正
月
一
本
年
は
八
名
が
成
人
式
を
迎
え
、

一
懐
か
し
い
顔
合
わ
せ
に
話
も
は
ず

一
ん
だ
。
併
せ
て
当
日
は
三
十
三
歳
、

一
四
十
一
歳
、
四
十
四
歳
の
厄
除
・

一
晴
厄
年
の
祈
願
も
同
級
生
が
集

一
い
、
午
前
中
を
中
心
に
賑
わ
い
を

一
見
せ
た
。

一
明
け
て
三
日
に
は
午
前
十
一
時

一
よ
り
元
始
祭
並
び
に
大
漁
祈
願
祭

一
が
斎
行
さ
れ
、
宗
像
漁
協
組
合
長

一
山
口
国
一
氏
を
始
め
漁
業
関
係

一
者
が
多
数
参
列
し
て
、
今
年
の
海

一
上
安
全
と
豊
漁
が
祈
念
さ
れ
た
。

一
こ
の
よ
う
に
し
て
今
年
の
正
月

一
三
ヶ
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
地

一
元
の
皆
様
の
多
大
な
る
こ
協
力
に

一
よ
り
盛
大
に
無
事
終
了
す
る
こ
と

一
が
出
来
ま
し
た
事
を
感
謝
申
し
上

一
げ
ま
す
。
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～宗像の夜に5,000個のキャンドルが灯る～

~
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
二
十
三
ー
ニ

一
十
五
日
の
三
日
間
、
い
つ
れ
も
午

i
後
五
時
三
0
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

一
実
際
に
伺
っ
て
み
た
が
、
雰
囲
気
は

]
ク
リ
ス
マ
ス
で
あ
る
の
に
、
宗
教
的

．
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
津
屋
崎
、
北
九

~
州
の
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
ナ

一
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

一
ス
と
の
記
念
撮
影
、
し
ま
じ
ろ
う

の
映
画
上
映
会
、
各
食
事
処
で
の

一
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
様
々

：
な
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

i
て
お
り
、
清
浄
な
火
を
灯
し
宗
像

二
巾
民
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

~
け
、
内
部
で
検
討
し
て
き
た
。
グ
ロ
．
い
た
。

:
lバ
ル
ア
リ
ー
ナ
よ
り
、
今
後
さ
ら
．
火
の
灯
さ
れ
た
五
0
0
0
個
の

．
に
宗
像
市
の
祭
典
と
し
て
、
よ
り
．
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
陽
が
暮
れ
て
辺

．
充
実
し
た
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
た
：
り
が
暗
く
な
る
ほ
ど
に
幻
想
的
な

十
二
月
二
十
三
日
天
長
祭
後
の
一
い
。
そ
の
た
め
に
も
宗
像
の
象
徴
雰
囲
気
を
離
し
出
し
、
多
く
の
家

午
後
一
時
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
―
で
あ
る
当
大
社
で
の
採
火
式
を
と
」
族
連
れ
を
中
心
と
し
た
参
加
者
は

の
近
藤
勇
社
長
ら
関
係
者
が
参
列
．
の
強
い
要
望
を
受
け
、
協
力
す
る
宗
像
の
聖
夜
に
酔
い
し
れ
て
い
た
。

の
下
、
拝
殿
で
採
火
式
が
行
わ
れ
i
こ
と
と
な
っ
た
。

い
み
ぴ

清
浄
な
斎
火
が
提
供
さ
れ
た
。
i
当
日
は
、
拝
殿
で
正
式
参
拝
が

宗
像
市
の
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
施
設
]
行
わ
れ
た
後
、
神
職
が
火
鑽
具
を
｛

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
（
近
藤
勇
社
i
使
っ
て
火
を
起
こ
し
始
め
た
。
木
と
・

長
）
で
は
、
五
年
前
よ
り
、
ク
リ
ス
：
木
の
摩
擦
で
煙
が
立
ち
込
め
る
[

マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
「
キ
ャ
ン
と
、
や
が
て
か
す
か
に
点
る
火
種
]

ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
」
が
現
れ
、
飽
く
ず
に
火
が
移
さ
れ

開
催
し
て
き
た
が
、
そ
の
中
で
使
．
た
。
そ
し
て
、
燃
え
る
炎
か
ら
す
か
．
一

と
も
し
ぴ

う
燈
火
を
今
年
は
是
非
宗
像
大
社
一
さ
ず
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
と
り
、
持
[
-

か
ら
賜
り
た
い
と
の
申
し
出
を
受
：
ち
帰
る
連
び
と
な
っ
た
。
i

リ
ー
ナ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
に

い
み
び

社
の
斎
火
を
使
用
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が
そ
｀
＃
i
i

『
:
5
多
霞
―
一
入
し
祈
請
す
る
よ
り
外
他
な
し
」

]
『
国
ぃ
日
[
[
十

~
3

（
一
八
二
八
）
年
の
難
船
絵
馬
に
は
、

糸
島
郡
志
摩
町
に
行
く
の
に
、
一
本
州
一
円
を
米
や
材
木
等
を
運
搬
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
ま
で
行
っ
て
い
る
。
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
庚
寅
八
月
僭
を
切
り
、
帆
柱
に
し
が
み
つ
き

福
岡
市
今
津
か
ら
宮
浦
・
西
浦
の
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
行
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
に
発
廿
六
日
、
唐
泊
の
故
郷
に
帰
り
け
漂
っ
て
い
る
の
が
描
か
れ
て
い
る
。

方
へ
抜
け
て
、
糸
島
半
島
を
ぐ
る
動
範
囲
も
広
く
、
ま
た
太
平
洋
側
行
さ
れ
た
石
井
研
堂
の
「
日
本
漂
り
」
か
ら
漂
流
諏
は
は
じ
ま
る
。
ま
た
大
正
十
一
(
-
九
二
二
）
年
奉

っ
と
ま
わ
っ
た
。
途
中
の
唐
泊
（
韓
（
東
廻
船
路
・
江
戸
上
方
航
路
）
が
流
諏
一
」
の
第
五
諏
は
「
筑
前
の
人
伊
勢
の
船
頭
十
（
重
）
右
衛
門
、
納
の
絵
馬
は
玄
界
灘
で
の
遭
難
の

~
ぽ
る
ね
お

泊
）
は
、
現
在
、
福
岡
市
に
な
っ
て
航
路
で
あ
っ
た
の
で
、
海
難
事
故
保
爾
尼
に
漂
着
し
萬
死
を
出
て
故
・
か
じ
役
仁
兵
衛
、
金
七
を
は
じ
め
‘
]
絵
馬
で
、
大
小
の
波
が
画
面
い
っ

い
る
が
か
つ
て
は
、
志
摩
郡
で
あ
に
も
遭
い
東
南
ア
ジ
ア
や
太
平
洋
郷
に
帰
る
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
研
水
夫
を
ふ
く
め
て
計
二
十
名
は
、
ば
い
に
描
か
れ
「
海
の
恐
怖
」
が
あ

っ
た
。
こ
の
福
岡
市
西
部
は
、
残
島
、
の
島
に
漂
着
し
た
り
、
漂
流
も
多
堂
、
荒
川
秀
俊
（
異
国
漂
流
物
語
）
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
月
十
七
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
共
に
遭
難
絵

今
津
、
浜
崎
宮
浦
、
唐
泊
と
、
「
五
ヶ
い
。
高
田
茂
廣
（
玄
界
灘
に
生
き
た
日
に
、
奥
州
か
ら
の
帰
途
仙
台
領
馬
の
傑
作
で
あ
り
、
昨
年
の
九
州

~
は
は
き

浦
廻
船
」
と
し
て
、
日
本
で
も
有
数
五
廻
船
で
も
一
七
六
二
（
宝
暦
人
々
）
の
著
書
等
を
参
考
に
し
て
、
の
幕
の
浦
を
出
帆
し
て
江
戸
に
む
国
立
博
物
館
の
特
別
展
「
海
の

の
海
運
業
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
あ
十
二
）
年
、
筑
前
唐
泊
の
本
宮
丸
は
孫
七
の
漂
流
を
見
て
み
よ
う
。
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
九
日
の
夜
神
々
」
で
展
示
さ
れ
、
こ
記
憶
の
方

っ
た
。
廻
船
は
遠
く
蝦
夷
地
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
へ
漂
着
、
研
堂
は
「
筑
前
国
志
摩
郡
唐
泊
頃
か
ら
雪
ま
じ
り
の
雨
が
降
り
、
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
三
年
に
は
残
島
船
村
丸
が
こ
れ
浦
に
伊
勢
丸
と
て
、
千
六
百
石
積
大
西
風
が
吹
き
は
じ
め
た
。
全
員

も
ル
ソ
ン
島
に
漂
着
、
偶
然
に
も
の
船
あ
り
て
、
船
頭
を
＋
（
重
）
右
総
出
で
働
い
た
が
、
船
は
荒
波
に

ソ
ク
ボ
ウ
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
緒
衛
門
と
い
ぴ
し
が
、
水
夫
共
二
十
翻
弄
さ
れ
続
け
、
転
覆
の
危
機
も

に
な
り
、
中
国
を
経
由
し
長
崎
へ
．
人
、
南
海
に
吹
流
さ
れ
、
乗
組
残
ら
出
て
き
た
。
一
同
「
天
を
拝
し
神
仏
i

も
と
ど
り

送
還
さ
れ
て
い
る
。
ず
死
し
て
、
唯
孫
七
と
い
ふ
水
夫
を
念
じ
各
々
其
髯
を
き
り
、
船
頭

ゆ
き
ざ
し

同
じ
頃
、
唐
泊
の
伊
勢
丸
が
ポ
i
一
人
の
み
、
九
年
の
戦
苦
を
経
て
、
；
T
右
衛
門
が
腰
刀
に
添
へ
海
に
投
i

ル
ネ
オ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
も
）
に
漂
i

着
、
乗
員
二
十
名
で
、
日
本
へ
帰
還
一

で
き
た
の
は
孫
七
（
孫
太
郎
）
た
だ
一

一
人
だ
っ
た
。

筑
前
五
ヶ
浦
廻
船
に
つ
い
て
一

は
、
高
田
茂
廣
氏
の
研
究
が
あ
り
、
[

ま
た
氏
は
な
ん
と
、
こ
こ
で
述
ベ
一

る
伊
勢
の
孫
七
を
追
っ
て
、
カ
リ
[

マ
ン
タ
ン
（
旧
ボ
ル
ネ
オ
）
の
パ
ン
―

（続）
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宗
像
市
田
野
森
甲
子

棘
の
葉
に
守
ら
れ
て
咲
く
柊
の
花
は
香
れ
り
真
冬
の
風
に

回
町
賢~
0れて
い
て
申
分
は
無
い
が
、
こ
れ
に
作
者
の
影
が
加
わ
れ
ば

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

冬
晴
れ
の
山
に
ふ
わ
り
と
紅
彩
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ゆ
る
や
か
に
飛
ぶ

回
麟
り
這m
o
鰭
い
、
昇
0
」
と
「
ゆ
る
や
か
」
は
同
意
語
な
の
で
結
旬
は
「
あ

宗
像
市
池
田
森
龍
子

そ
の
時
ま
で
元
気
で
居
た
い
と
常
に
言
ふ
老
母
健
や
か
に
誕
生
日
迎
ふ

長
寿
の
母
を
称
え
る
一
首
。
上
句
の
破
調
を
「
終
命
の
日
ま
で
元
気
で
居
た

回
い
と
言
ふ
」
と
す
る
法
も
あ
る
。

宗
像
市
大
井
木
原
房
子

深
々
と
落
葉
つ
み
た
る
谷
の
径
す
べ
ら
じ
と
来
て
千
両
手
折
る

回
讀
彗
い
疇
か
も
疇
汀
げ
讀
這
い

0
の
だ
ろ
う
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

蛸
焼
を
焼
く
青
年
と
買
う
少
年
語
り
合
い
つ
つ
出
来
上
り
待
っ

百
一
青
年
と
少
年
の
会
話
が
聞
え
て
き
そ
う
な
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
一
首
で
あ
る
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

腰
痛
め
身
動
き
な
ら
ず
終
日
を
読
書
で
過
こ
す
矩
燒
の
中
に
て

回
遭
0
は
き
つ
い
、
し
か
し
好
き
な
読
書
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
大
事

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

先
住
の
鴎
と
同
じ
電
線
に
か
さ
さ
ぎ
止
ま
り
争
う
こ
と
な
し

う
こ
と
な
し
」
に
発
見
が
あ
り
面
白
い
。
た
だ
先
住
は
、
住
ん
で
い
る
の

回
｀
は
な
い
の
で
「
一
羽
ゐ
る
」
「
大
い
な
る
」
な
ど
を
考
え
て
欲
し
い
。

、

O
O狂

歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

ー＇ヽ ■•
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

一
日
に
干
し
た
る
白
菜
を
取
り
込
め
ば
小
さ
き
蟻
の
ひ
と
つ
つ
き
き
ぬ

こ
ま
や
か
な
歌
だ
が
、
上
句
の
説
明
調
の
破
調
は
「
一
日
に
干
し
終
り
た

回
豆
白
菜
に
」
と
整
理
出
来
る
の
で
は
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

夫
と
娘
と
忘
年
会
と
て
び
と
り
居
の
夕
鮪
の
時
間
早
や
す
ぎ
て
を
り

ま
た
ま
な
が
ら
一
人
の
夕
俯
の
寂
し
さ
空
し
さ
が
詠
は
れ
て
い
る
が
下
句

回
冑
ノ
館
の
は
早
く
終
わ
り
て
し
ま
ふ
」
の
方
が
一
層
す
っ
き
り
す
る
の
で
は
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

砒
、
兄
弟
、
妻
子
の
顔
を
つ
ば
ら
か
に
想
び
を
は
り
て
合
掌
を
解
く

き
母
の
こ
と
な
の
で
仏
を
拝
む
の
は
い
い
が
、
現
在
す
る
で
あ
ろ

回
謬
]
妻
子
と
の
整
合
性
は
ど
う
な
る
の
か
、
私
に
は
疑
問
。

福
岡
市
西
区
安
永
久
子

B

進
月
歩
自
癒
力
進
歩
め
ざ
ま
し
き
前
む
き
生
き
る
す
べ
体
感
す

医
術
の
進
歩
に
よ
り
生
き
る
気
力
を
得
た
歌
で
あ
ろ
う
。
三
句
は
「
め
ざ
ま

匿
し
き
」
の
連
体
形
で
な
く
「
め
ざ
ま
し
く
」
と
連
用
形
に
し
た
い
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

形
見
だ
と
姉
に
貰
び
し
萩
茶
碗
箱
よ
り
出
で
て
偲
び
て
ゐ
た
り

の
ま
ま
で
は
、
茶
碗
が
箱
か
ら
出
て
き
て
姉
を
偲
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

叩
昇
以
下
を
「
萩
焼
の
茶
碗
を
箱
よ
り
取
り
出
し
偲
ぶ
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

北
九
州
市
八
幡
竹
内
結
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
告
白
す
る
と
意
気
込
ん
で
結
局
渡
せ
ず
チ
ョ
コ
冷
凍

ョ
コ
レ
ー
ト
と
冷
凍
を
か
け
て
い
る
の
が
す
ば
ら
し
い
。
作
者
の
ピ
ュ
ア
な
心
が
あ
ら
は
れ
て
い
る
」

回
戸
歌
自
釈
に
加
え
る
こ
と
は
無
い
が
、
三
句
は
「
意
気
込
む
も
」
結
句
は
「
チ
ョ
コ
冷
凍
す
」
と
直
す
。

宗
像
市
日
の
里
佐
藤
純
一

ミ
ニ
ス
カ
に
風
天
神
は
吹
き
を
り
て
パ
ン
チ
ラ
チ
ラ
リ
ふ
と
も
も
菩
薩

前
号
と
批
評
は
同
じ
で
あ
る
、
読
む
人
に
不
快
感
を
与
え
る
の
は
ま
ず
い

回
の
で
他
の
も
の
を
詠
っ
て
欲
し
い
。

う
し
ほ

秋
の
色
深
き
潮
な
り
野
母
崎
の

蒲
鉾
工
場
の
う
ら
は
直
ぐ
海

柱
時
計
一
つ
に
目
覚
し
二
つ
置
く

わ
が
部
屋
さ
な
が
ら
時
間
の
砦
な
．
”

ド
ア
開
け
て
出
づ
れ
ば
訪
れ
人
の
こ
と

柿
の
落
葉
の
ま
ろ
び
近
づ
く

一
月
十
五
日
、

ヽ
に
宮
中
で
恒
例
の

-= 

歌
会
始
が
行
わ
れ
、
二
万
五
千
首
の
中

か
ら
入
選
し
た
十
名
の
作
品
が
披
露

さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
御
題
は

「
月
」
で
、
，
皇
后
陛
下
に
よ
る
「
年
ご
と

に
月
の
在
り
ど
を
確
か
む
る
歳
旦

祭
に
君
を
送
り
て
」
も
御
披
露
さ
れ
た

そ
う
で
す
▼
そ
の
年
最
初
の
祭
典
を

「
歳
旦
祭
」
と
い
い
ま
す
が
、
天
皇
群
汀

に
は
午
前
五
時
半
に
御
所
で
四
方
拝

を
、
続
い
て
宮
中
賢
所
（
本
年
は
耐
震

工
事
中
に
付
仮
殿
）
で
歳
旦
祭
を
御
親

祭
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
皇
室
鎮
護
の
御

神
勅
を
い
た
だ
く
当
大
社
で
も
、
例
年

元
日
午
前
九
時
に
歳
旦
祭
が
、
総
社
を

は
じ
め
高
宮
•
第
二
宮
・
第
三
宮
で
斎

行
さ
れ
、
今
年
は
小
生
も
何
年
か
振
り

に
当
た
り
、
高
宮
地
主
祭
と
高
宮
祭
に

御
奉
仕
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
▼

年
明
け
か
ら
初
詣
参
拝
の
皆
様
を
お

迎
え
し
て
お
り
、
正
直
ポ
ー
っ
と
す
る

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
奉
仕
を
終
え
高

宮
か
ら
下
っ
て
く
る
頃
に
は
、
晴
天
の

空
と
同
様
に
清
々
し
い
気
持
ち
で
一

杯
で
し
た
▼
現
在
、
高
宮
祭
場
が
文
化

庁
•
国
土
交
通
省
の
「
美
し
い
日
本
の

歴
史
的
風
土
百
選
」
に
申
請
中
、
さ
ら

に
世
界
遺
産
も
こ
の
号
が
出
る
頃
に

は
暫
定
リ
ス
ト
入
り
で
き
る
か
、
ど
う

か
も
判
明
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
今
年

も
お
宮
と
宗
像
の
話
題
を
豊
富
に
お

伝
え
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

(
M
.
o
)

宗
像
市
花
田
い
つ
枝

着
ぶ
く
れ
の
気
後
れ
少
し
祝
膳

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

数
の
ほ
ど
入
れ
て
あ
る
筈
お
で
ん
種

品
集
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